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９月２６日（金）、一日順延となりましたが、「第７９回鳴和中学校運動

会」が開催されました。競技の部では、どの競技においても生徒の皆さん

は、それぞれのベストを尽くしてくれました。応援の部では、夏休みから

３年生を中心に準備を行い、限られた時間の中で、試行錯誤しながら創意

工夫を重ねてきました。練習が進むにつれ、完成度も高

まり、各団の絆も強まっていきました。本番の応援合戦は、どの団も甲乙

つけがたい素晴らしいパフォーマンスでした。運動会全体を通じて、生徒

のみなさんの心がひとつになった一体感が感じられ、大感動の運動会でし

た。「全力」だからこそ、「達成感」「感動」「喜び」「感謝」が生まれます。 

次は「合唱コンクール」です。全力を尽くしたその先に見える格別な景色をまたみんなで

味わおう！  

 

 
①積極性（やる気） 

積極性とは、簡単に言えば「やる気」です。「やる気」をさらに具体的にいうと、「自分か

ら動く」「自分から発言する」「自分から気付く」「自分からしっかり声を出す」「少しくらい

失敗してもめげない」「指摘されたら素直に受け止められる」といった姿です。  

②スピード（きびきび動く） 

スピードとは、読んで字のごとく「素早い」ということです。「キビキビ動く」とも表現

できます。何が「素早い」のかといえば、「一つ一つの行動」「切り替え」「準備・片付け」

などです。一つ一つの行動が早ければ、それだけ時間を有効に活用できるということです。

どんな学級でも、その学級で授業ができる時間、過ごせる時間は同じ、時間が同じであれば、

その密度を濃くし、時間をかけるところにしっかりとかけられるようにしていきましょう。 

③丁寧さ 

丁寧さとは、「物事に丁寧に取り組むこと」です。人は雑に済ませるのが癖になると、よ

り楽な方へ楽な方へと流れていきます。一つ一つの物事に丁寧に取り組めるようになると、

じっくり考えられるようになったり、文章をきちっと書くことができるようになったりと、

成長することができます。 

④他者尊重 

クラスには当然、気の合う人もいれば、そうでない人もいると思います。そう考えると、

クラス全員が仲良しになるというのは無理があると思いますし、現実的ではないとも思いま

す。しかし、その中で、「他者とうまくやっていく」ことは非常に重要です。気の合う者も、

気の合わない者もそれぞれの人権を尊重しながら、時には協力して生活していく力は、人間

にとって欠かすことのできない大切な力です。「尊重する」とは、具体的には、「他者の考え

を受け入れる」「他者の考えを慮る」「他者について、欠点も含め受け止める」「差別をしな

い」「他者の権利を奪わない」ということです。 

令和７年１０月２日〈１０月号〉 

〒９２０－０８０４ 

金沢市鳴和２丁目１０番６０号 

TEL ０７６－２５２－５２２８ 

 

金沢市立鳴和中学校 学校だより 

感動の第７９回鳴和中学校運動会！ 

後期スタート 大切にしてほしい４つのこと！ 


